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戯
作
者
大
極
堂
有
長
に
就
い
て
の
考
察

田

邉

菜

穂

子

、

は

じ

め

に

文
政
五
年

六
月
、
『
〈
河
東
方
言
〉
箱
ま
く
ら
』
(以
下
、
『箱
ま
く

ら
』
と
略
記
。
)
と
題
す
る
書
が
上
梓
さ
れ
た
。

大
極
堂
有
長
著
。
中
本
、
三
巻
三
冊
。
東
都
山
崎
屋
平
八

・
浪
花
河

内
屋
茂
兵
衛

・
皇
都
近
江
屋
治
助

・
山
城
屋
佐
兵
衛
刊
。
文
政
五
年
無

着
舎
主
人
題
言
、
同
年
大
極
堂
主
人
自
序
。
中
巻

一
丁
表
に
兎
鹿
齋
題

言
、
ま
た
下
巻
末
に
大
極
堂
有
長
自
践
を
備
え
る
。
同
十

一
年
に
後
印
、

ま
た
そ
の
他
、
外
題
を

『
〈
遊
里
滑
稽
〉
箱
ま
く
ら
』
と
改
め
た
本
も

存
在
す
る
と

い
う
か
ら
、
こ
の
書
は
当
時
、
な
か
な
か
好
評
を
得
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

鴨
川
の
東

の
廓
、
祇
園
に
お
け
る
芸
子
と
客
の
や
り
取
り
を
描
き
、

そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
言
葉
、
即
ち

「
河
東
方
言
」
に
解
説
を
加
え
る
。

ま
た
、
各
章
毎
に

「野
暮
輔
」
な
る
者
が
、
芸

子
と
客
の
や
り
取
り
に

評
を
下
す
と
い
う
趣
向
を
用
い
て
い
る
。

さ
て
、
同
書

の
著
者

「大
極
堂
有
長
」
を
め
ぐ

っ
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
史
上
、
二
人
の
名
が
挙
が

っ
て
い
る
。
近
世
中
期
か
ら
後
期
に

か
け
て
上
方
俗
文
芸
壇
で
活
躍
し
た
人
で
あ
る
西
村
定
雅
。
定
雅
と
同

じ
く
上
方

の
人
で
漢
学
者
と
し
て
名
高
い
中
島
稼
隠
。
こ
の
二
名
。
先

ず
、
そ
の
両
者
に
就
い
て
、
や
や
詳
し
く
見
て
お
き
た
い
。

西
村
定
雅
は
、
文
政
九
年
没
。
藤
井
紫
影
氏
に
拠
れ
ば
、
享
年
八
十

三
歳
と
い
う
。
京
都
名
産
の
み
す
や
針
を
商
う
家
の
生
ま
れ
と
伝
わ
る

が
、
か
な
り
繁
盛
し
た
商
家
で
あ

っ
た
こ
と
の
ほ
か
、
明
ら
か
で
は
な

い
。
兄
で
あ
る
美
角
と
共
に
、
蕪
村

一
派
や
樗
良

・
暁
台
等
、
当
時
の

京
俳
壇
の
中
心
的
人
物
と
俳
事
に
遊
び
、
『
初
懐
紙
』
『春
懐
紙
』
等
の

年
刊
句
集
、
『
椿
花
文
集
』
『
文
集
反
古
瓢
』
等

の
俳
譜
句
文
集
、
「
さ
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れ
発
句
」
句
集

『
外
国
通
唱
』
『
し
か
た
俳
譜
』
等
、
多
く
の
俳
書
を

残
し
た
。
ま

た
、
時
代

の
流
れ
に
乗
り
、
『
つ
れ
ぐ

粋
が
川
』
『
〈
当

世
〉
真

々
の
川
』
等
の
洒
落
本
や

『遊
女
大
学
』
『遊
状
文
章
大
成
』

と
い

っ
た
遊
郭
に
関
す
る
書
を
著
し
て
い
る
。
戯
作
類
は
奥
付
け
等
を

違
え
る
後
印
本
も
伝
存
し
て
お
り
、
俳
譜
師
と
し
て
ば
か
り
で
は
な
く
、

戯
作
者
と
し
て
も
人
気
の
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
漢
詩
人
と
し
て
著
名
な
中
島
稼
隠
は
、
安
政
二
年
六
月
二
十

八
日
没
、
七
十
七
歳
。
安
穴
道
人
な
ど
の
号
を
持

つ
狂
詩
作
者
で
も
あ

る
。
伴
蕎
覆
、
村
瀬
拷
亭
に
従
学
し
、
自
ら
は
平
塚
瓢
斎
等

の
門
人
を

輩
出
し
た
。
又
、
交
友
範
囲
も
頼
山
陽

・
菅
茶
山
等
、
広
範
に
わ
た
る
。

生
活
の
基
盤

は
京
に
置
き

つ
つ
も
、
晩
年
に
至
る
ま
で
各
地
を
巡

っ
て

は
、
長
期
滞
留
し
た
。
そ
の
実
状
に
就
い
て
は
、
森
銑
三
氏
の

「
好
事

儒
者
中
島
綜
隠
」
に
詳
し
い
。
作
品
は

『椋
隠
軒
集
』
『金
帯
集
』
『
水

流
雲
在
楼
集
』
『
鴨
川
朗
詠
集
』
と
い

っ
た
漢
詩
集
の
ほ
か
、
『
太
平
新

曲
』
『
太
平

二
曲
』
『
太
平
三
曲
』
等

の
狂
詩
集
、
『
江
戸
繁
昌
記
』

に

倣

っ
た

『都
繁
昌
記
』
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
漢
詩
と
い
う
雅

的
側
面
と
狂
詩
と
い
う
俗
的
側
面
、
両
面
に
て
自
在
に
そ
の
才
を
発
揮

し
た
人
物
で
あ
る
。

以
上
、
両
者
と
も
、
京
都
俗
文
芸
壇
で
活
躍
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

ど
ち
ら
も

『箱
ま
く
ら
』
の
著
者
に
相
応
し
い
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え

つ
つ
、
「大
極
堂
有

長
」
の
別
の
著
作

一
点
を
採
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
を

通
じ
、
定
雅
の
伝
記
研
究

の
立
場
か
ら

「大
極
堂
有
長
」
が
西
村
定
雅

で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
再
考
を
加
え
た
い
。

二
、
先
行
研
究

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
こ
の
二
人
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
の

か
。
こ
れ
に
就
い
て
は
、
先
行
研
究
三
点
に
よ

る
の
が
最
も
て

っ
と
り

早
い
の
で
、
些
か
長
文
な
が
ら
該
当
箇
所
を
抜
粋
す
る
。

「
箱
ま
く
ら
」

角
書
に

「
河
東
方
言
」
と
あ
る
。
鴨
東
の
狭
斜
の
巷
を
主
題
と
し

た
も
の
で
、
京
都

の
洒
落
本
た
る
こ
と
が
、
こ
れ
に
よ

つ
て
知
ら

れ
る
。
作
者
は
大
極
堂
有
長
と
署
名
さ
れ

て
を
り
、
文
政
五
年
の

自
序
が
あ
る
。
こ
の
書
は

『
洒
落
本
大
系
』
に
も

『洒
落
本
集
成
』

に
も
収
録
せ
ら
れ
ず
、
興
文
社
の

『
日
本
名
著
全
集
』

の

『
洒
落

本
集
』
の
内
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
し

て
同
書

の
解
題
に
、
山

口
剛
氏
が
、
「作
者
大
極
堂
有
長
の
名
は
他

に
聞
え
る
こ
と
が
な

い
。
し
か
し
傾
城
情
史
に
よ

つ
て
、
粋
川
子
の
別
号
で
あ
る
こ
と

が
明
か
で
あ
る
」
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。
『
傾
城
情
史
』
は
天
保
三

年
に
出
で
た
関
亭
京
鶴
の
著
で
、
そ
の
中

に

「
〈
河
東
方
言
〉
箱

枕
は
粋
川
子
の
作
な
り
」
と
あ
る
の
に
山

口
氏
は
拠
ら
れ
た
の
で
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あ
る
。
粋
川
子
は
京
都
の
戯
作
者
西
村
定
雅

の
こ
と
で
あ
り
、
同

人
に
は
他
に
洒
落
本
の
作
も
あ

つ
て
、
『
箱
ま
く
ら
』
の
大
極
堂

有
長
を
こ
の
人
に
持

つ
て
行
く
こ
と
は
、

一
わ
た
り
聞
え
ぬ
こ
と

も
な
い
が
、
同
書
に
は
、
「
な
じ
み
」
と
い
ふ
に

「相
識
」

の
字

を
当

て
た
り
、
「
い
ろ
」
と
い
ふ
に

「
同
心
」

の
字
を
当

て
た
り

な
ど

し
て
ゐ
て
、
大
分
漢
学
の
臭
味
が
漂

つ
て
ゐ
る
。
巻
中
に
兎

鹿
斎

と
し
た
詩
を
載
せ
て
ゐ
た
り
す
る
の
も
そ
れ
で
あ
る
。
俳
譜

出
身

の
定
雅

の
作
と
す
る
の
は
俄
か
に
首
肯
し
難
い
。

『
箱
ま
く
ら
』
は
、
実
は
西
村
定
雅

の
作
で
は
な
く
て
、
狂
詩
に

安
穴
先
生
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
漢
学
先
生
中
島
椋
隠
の
戯
れ
著

す
と

こ
ろ
だ

つ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
狂
詩
集

『
天
保
佳
話
』
所
載
、

武
朝

保
こ
と
平
塚
瓢
斎

の

「
呈
安
穴
先
生
二
首
」

の
中
に
、
「終

嫌
肘
枕
箱
枕
当
」
の
句
が
あ
る
こ
と
に
よ

つ
て
明
か
で
あ
る
。
こ

こ
に
い
ふ

「
箱
枕
当
」
は

『
河
東
方
言
箱
ま
く
ら
』
が
好
評
を
以

て
迎

へ
ら
れ
た
こ
と
を
い
つ
て
ゐ
る
も

の
と
解
さ
な
く
て
は
意
が

通
じ
な
い
。
」

(『
森
銑
三
著
作
集

続
編
』
第
七
巻
所
収

「
黄
表
紙

・
洒
落
本
」
)

「
作
者
に

つ
い
て
」

「
編
」
と
あ
る
大
極
堂
有
長
を
作
者
と
し
て
関
亭
京
鶴
著

『
傾
城

情
史
』
(天
保
三
年
)
に

「
箱
枕
は
粋
川
子
の
作
な
り
」
と
あ
る
、

粋
川
子
こ
と
俳
人
で
洒
落
本
作

の
多

い
西
村
定
雅
と
す
る
説
と
、

狂
詩
集

『
天
保
佳
話
』
初
編

(天
保
九
年
序
)
の

「呈
安
穴
先
生

二
首
」
に

「終
嫌
肘
枕
箱
当
」
と
あ
る
、
安
穴
先
生
即
ち
風
流
儒

者
中
島
椋
隠
と
見
る
説
と
が
あ
る
。
別
に
、
大
極
堂
有
長
編

・
無

着
舎
主
人
題
言
の

『色
道
禁
秘
抄
』
(
天
保
五
年
序
)
が
あ
る
が
、

『
箱
ま
く
ら
』

の
編
者
と
同
じ
と
す
れ
ば
、
文
政
九
年
没
の
定
雅

よ
り
は
、
安
政
二
年
没
の
椋
隠
を
選
ぶ

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
狂

詩
集

『
太
平
風
雅
』
(文
政
十

一
年
序

)
に
、
兎
鹿
斎
と
大
極
堂

有
長
の
作
が
載

っ
て
い
る

(安
穴
先
生

の
作
は
な
い
)。

こ
れ
を

安
穴
先
生
の
別
名
と
す
る
か
、
別
人
と
す
る
か
で
説
が
分
か
れ
る
。

別
人
と
す
れ
ば
、
『
箱
ま
く
ら
』
も

『
色
道
禁
秘
抄
』
も
編
著
に

と
ど
ま

っ
て
、
『
箱
ま
く
ら
』
の
本
文
は
定
雅
、
評
は
椋
隠
と
見

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
後

の
問
題
に
残
す
。

(『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
中
村
幸
彦

氏

「
箱
ま
く
ら
」
の
項
)

本
書
の
刊
年
は
、
奥
付
に
よ

っ
て
文
政
五
年
六
月
、
著
者
は
内
題

次
行
に

「
大
極
堂
有
長
編
」
と
あ
る
。

大
極
堂
有
長
は

「
〈
傾
城

情
史
〉
大
客
」
(本
大
成
第
二
十
八
巻
所
収
)
に
よ
れ
ば
、
「箱
枕

は
粋
川
子
の
作
な
り
」
と
あ

っ
て
、
「
徒
然
粋
か
川
」
(本
大
成
第

十
二
巻
所
収
)
の
著
者
粋
川
子
、
即
ち
京
都
の
俳
人
西
村
定
雅
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
天
保
九
年
序

の
狂
詩
集

「
天
保
佳
話
」
初
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編
の

「
呈
安
穴
先
生
二
首
」
に
、
「
終
嫌
肘
枕
箱
当
」
と
あ
り
、

「
箱
ま
く
ら
」
は
、
安
穴
先
生
、
即
ち
儒
者
中
島
椋
隠
の
作
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
更
に
、
天
保
五
年
序
の
大
極
堂
有
長
編
、
無
着

舎
主
人
題
言
の

「色
道
禁
秘
抄
」
が
、
「箱
ま
く
ら
」
の
大
極
堂

有
長
、
無
着
舎
主
人
と
同
じ
だ
と
す
る
と
、
西
村
定
雅
は
文
政
九

年
に
没
し
て
い
る
か
ら
、
大
極
堂
有
長
は
安
政
二
年
に
没
し
た
中

島
椋
隠
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に

一
応
な
る
が
、
な
お
西
村
定
雅

と
見

る
か
、
中
島
椋
隠
と
見
る
か
は
、
明
確
に
断
言
で
き
な
い
。

(『
洒
落
本
大
成
』
第
二
十
七
巻

『
〈
河
東
方
言
〉
箱
ま
く
ら
』

神
保
五
彌
氏
に
拠
る
解
題
)

以
上
の
三
氏
の
説
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。

①

関

亭
京
鶴
著

『
傾
城
情
史
』
(天
保
三
年
)
に

「箱
枕
は
粋
川

子
の
作
な
り
」
と
あ
る
の
で
、
『
箱
ま
く
ら
』
の
著
者
は
粋
川
子

こ
と
西
村
定
雅
で
あ
る
。
(
山
口
剛
)

②

漢

学
者
ら
し
い
文
字
遣
い
に
加
え
、
安
穴
道
人
、
狂
詩
集

『
天

保
佳

話
』
初
編
の

「呈
安
穴
先
生
二
首
」
に

「終
嫌
肘
枕
箱
枕
当
」

と
あ

る
の
で
、
『
箱
ま
く
ら
』

の
著
者
は
安
穴
先
生
即
ち
儒
者
で

あ
る
中
島
椋
隠
。
(森
銑
三
)

③

文
政
十

一
年
序

の
狂
詩
集

『
太
平
風
雅
』
に
、
兎
鹿
斎
と
大
極

堂
有
長

の
作
が
載

っ
て
い
る
の
で
中
島
椋
隠
。
(中
村
幸
彦
)

④

『
箱
ま
く
ら
』

の
本
文
は
定
雅
、
評
は
椋
隠
、
『
色
道
禁
秘
抄
』

の
本
文
は
大
極
堂
有
長
と
い
う
第
三
者

、
編
集
は
中
島
綜
隠
。

(
中
村
幸
彦
)

⑤

『
箱
ま
く
ら
』

の
編
者
で
あ
る
大
極
堂

主
人
が
著
し
た
も
う

一

つ
の
作
品

『
色
道
禁
秘
抄
』
は
天
保
五
年
序
で
あ
る
か
ら
、
文
政

九
年
に
没
し
た
定
雅
で
は
な
く
中
島
椋
隠
が
大
極
堂
有
長
で
あ
る
。

(中
村
幸
彦
)

『
〈
傾
城
情
史
〉
大
客
』
が
あ
ま
り
に
は

っ
き
り
と

『箱
ま
く
ら
』

の
著
者
を
定
雅
と
言
い
切

っ
た
が
た
め
に
無
視
出
来
ず
、
中
村
氏
は
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
や
は
り
椋
隠

の
周
辺

に

『箱
ま
く
ら
』

の
匂
い
が
漂

つ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
実
際
の
と
こ

ろ
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
①
、
②
、
③
に
就
い
て
は
、
こ
れ
以
上
の
追
究
の
し
よ
う
は

無
い
が
、
念
の
た
め
に
確
認
し
て
お
く
。

先
ず
、
①
。
『
〈
傾
城
情
史
〉
大
客
』
は
天
保
三
年
刊
、
関
亭
京
鶴

著
。
該
当
箇
所
は
第

一
丁
表
か
ら
裏
に
か
け

て
の
本
文
割
注
。
(句
読

点
は
私
に
附
し
た
。
)

掬
、
こ
の
書

(
田
邉
註
…
こ
の
書
と
は

「
酒
酊
子
」
の
こ
と
。
)

に

つ
い
で
は
、
箱
枕

・
辰
巳
婦
言
の
二
書

を
見
る
べ
し
。
廓
に
あ

そ
ぶ
も
の
、
か
な
ら
ず
こ
の
書

の
を
し

へ
に
し
た
が
ひ
あ
そ
び
た

ま
は
ゞ
、
妓
に
深
く
は
ま
り
、
身
を
崩
す

こ
と
な
き
に
ち
か
し
と

な
り
。
酒
酊
子
は
酩
酊
先
醒
な
り
。
箱
枕

は
粋
川
子
の
作
な
り
。
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辰
巳
婦
言
は
三
馬
子
の
さ
く
也
。

当
時
、
遊
郭
の
風
俗
や
風
習
に
よ
く
通
じ
た
粋
人
と
し
て
振
る
舞
う

た
め
に
、
人
々
は

「粋
書
」
と
呼
ば
れ
る
書
物
に
よ
り
遊
び
方
を
学
ぼ

う
と
す
る

の
が

一
般
で
あ

つ
た
。

例
え
ば
、
『合
雑
生
粋
貧
福
奇
妙
謳
』
中
で
は
、
「
梓
書
も
数
多
ご
ざ

る
中
に
も
、
禁
短
気
、
梓
宇
留
理
、
月
花
絵
情
、
色
八
卦
、
或
は
梓
が

川
、
里
詑

杯
、
い
つ
れ
も
文
に
花
を
芳
り
、
梓

の
銅
性
骨
、
里
の
風
俗

迄
を
微
細

に
述
ら
れ
た
れ
ば
」
と
記
さ
れ
、
定
雅

の
戯
作
処
女
作
で
あ

る

『
つ
れ
ぐ

粋
が
川
』
を

「粋
書
」
の

;

と
し
て
挙
げ

て
い
る
。

『
〈
傾
城
情
史
〉
大
客
』
に
お
け
る

『
箱
ま
く
ら
』
の
扱
い
も
同
様
で
、

定
雅
が
廓
事
情
に
精
通
し
て
い
る
、
粋
書

の
作
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
考
え
る
と
、
『
箱
ま
く
ら
』

の
著
者
と
し
て
定
雅

の
名
が
挙
が

つ
て

い
る
こ
と
に
は
、
そ
の
限
り
で
は
違
和
感
を
覚
え
な
い
。

次
に
②

『天
保
佳
話
』
。
天
保
十
年
刊
。
巻
之
三
初
め
に
該
当
箇
所

「
呈
安
穴
先
生
二
首
」
は
あ
る
。

近
誠
花
心
里
心
嚢
、
終
嫌
肘
枕
箱
枕
當
、
最
羨
先
生
猶
利
色
、

六
十
破
席
鉾
先
彊

(近

ゴ
ロ
花
心
ヲ
誠
フ
テ
里
心
登

コ
リ
、
終

二
肘
枕
ヲ
嫌

フ
テ

箱
枕
當
タ
ル
。
最
モ
羨
ム
先
生
猶
色
ヲ
利

ス
ヲ
。
六
十
席
ヲ
破
ツ

テ
鉾
先
彊

シ
。
)

こ
こ
で
言
う

「箱
枕
當
タ
ル
」
と
い
う
の
が
、
『
箱
ま
く
ら
』
が
大

い
に
人
気
を
博
し
た
と
い
う
こ
と
と
解
釈
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

③
に
挙
げ
ら
れ
た

『
太
平
風
雅
』
は
愚
佛
先
生
こ
と
鈍
狗
斎
愚
仏
著
。

『
箱
ま
く
ら
』
に
題
言
を
寄
せ
て
い
る
兎
鹿
斎

と

『
箱
ま
く
ら
』

の
著

者
で
あ
る
大
極
堂
有
長
の
狂
詩
が
そ
れ
ぞ
れ
二
首
ず

つ
収
め
ら
れ
て
い

る
。
『
太
平
風
雅
』
は
文
政
十

一
年
の
序
文
を
有
し
、
定
雅
の
没
年
が

文
政
九
年
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
椋
隠

の
方
が

『
箱
ま
く
ら
』

著
者
に
相
応
し
い
。
但
し
、
定
雅
没
後
に
定
雅

の
作
品
を
収
め
た
可
能

性
も
否
め
な
い
の
で
、
こ
れ
も
そ
の
確
証
た
り
得
な
い
。

残
り
の
④
、
⑤
に
考
察
を
加
え
る
為
に
は
、
大
極
堂
有
長

の
も
う

一

つ
の
著
作
で
あ
る

『
色
道
禁
秘
抄
』
に
つ
い
て
知
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

次
に
そ
れ
に
就
い
て
述
べ
る
。

三
、
色
道
禁
秘
抄

中
村
氏
の
言
う

『
色
道
禁
秘
抄
』
と
い
う
艶
本
、
『
国
書
総
目
録
』

に
は
立
項
さ
れ
て
は
い
る
も

の
の
、
「
艶
本
目
録
に
よ
る
」
と
あ
る
ば

か
り
で
伝
本
の
所
在
は
記
載
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
同
書
の
写
本
と
思

わ
れ
る
も
の
が
、
東
京
大
学
付
属
図
書
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。

大
本
。
二
巻
二
冊
。
大
極
堂
有
長
の
自
践
を
備
え
る
。
第

一
回
か
ら

第
六
十
三
回
ま
で
の
全
六
十
三
章
そ
れ
ぞ
れ
に
章
題
の
よ
う
な
も

の
が

付
さ
れ
て
い
る
。
問
答
形
式
を
採

つ
て
お
り
、
色
道
の
師
で
あ
る
と
こ
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ろ
の
大
極
堂
有
長
が
、
そ
の
道
の
初
心
者
の
問
い
に
答
え
て
い
る
。

こ
の
書
が
定
雅

の
書
と
す
れ
ば
、
異
色
の
作
品
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
何
故
な
ら
、
定
雅
の
他
の
著
作
に
は
、
こ
の
書
に
見
ら
れ
る
程
の

性
的
表
現
は
見
受
け
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
全
て

の
章
に
狂
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
も
他
に
見
え
な
い
。
全
般

に
定
雅
の
作

で
は
な
い
と
い
う
印
象
が
強
い
。
更
に
、
次
の
よ
う
な
注

意
を
要
す
る
箇
所
も
あ
る
。

そ
れ
は
、
第
六
十
回
、
題
は

「
大
極
堂
先
生
地
震

の
詩
秀

一
之
事
」

(句
読
点
は
私
に
附
し
た
。
)
で
あ
る
。
以
下
、
挙
げ
る
。

問
日
、
先
生
毎
度
詩
を
引
て
証
拠
と
し
た
ま
ふ
は
、
古
人
の
作
力
御

秀
吟
な
り

や
。
ほ
ど
ん
と
感
に
耐
た
り
。
答
日
、
古
人
の
作
と
拙
作
、

相
交
て
談
り
し
に
、
称
美
せ
ら
れ
て
返
て
赤
面
な
れ
ど
、
好
き
こ
そ

物

の
上
手

と
や
ら
に
て
詩
歌
の
道
何

一
ツ
不
レ
辮
と
も
、
戯
作
ば
か

り
は
希
に
人
口
に
胎
灸
せ
ら
る
ゝ
事
あ
り
。
其
中
、
好
た
事
は
口
へ

出
る
と

い
ふ
諺
の
通
り
、
文
政
寅
年
大
地
震
の
戯
作
せ
し
に
、
頼
山

陽
先
生

の
耳
に
入
り
て
、
此
度

の
地
震
に
て
詩
歌
数
多
出
た
れ
ど
も

趣
向
は
拙
作
が
第

一
な
ら
ん
、
と
称
誉
せ
ら
れ
し
と
傳
文
す
。
平
生

が
平
生
ゆ

へ
、
心
に
浮
し
な
り
。
是
又
婬
事
に
あ
つ
か
れ
ば
告
て
耳

を
け
が
さ
ん
。

此
度
ノ
地
震
如
二
婚
姻

一

此
度
ノ
地
震

ハ
婚
姻
ノ
如
シ

末
々
間
遠
ニ
シ
テ
初
ノ
程
頻
ナ
リ

箪
笥
瓦
随
白
昼
響
キ

笠
子
軋

々
深
夜
器
シ

聞
レ
音
家
内
少
不
レ
睡

殺
レ
息
ヲ
男
女
屈
不
レ
伸

借
問
ス揺
動
何
時
止

陽
気
吐
キ
益
シ
賢
虚
ス
ル
風

末

々
間
遠

ニ
シ
テ
初
ノ
程
頻
ナ
リ

箪
笥
瓦
随
白
昼

二
響
キ

賓
子
軋
々
深
夜

二
露
シ

音
ヲ
聞
ク
家
内
少
モ
睡
ラ
ズ

息

ヲ
殺
シ
テ
男
女
屈
ン
デ
伸
ビ
ズ

借
問
ス
揺
動
何
ノ
時
力
止
ン

陽
気
吐
キ
尽
シ
賢
虚

ス
ル
辰

大
極
堂
先
生
が
、
「文
政
寅
年
」

の
大
地
震

を
題
と
し
て
狂
詩
を
詠

ん
だ
と
こ
ろ
、
そ
の
詩
が
頼
山
陽
の
耳
に
入
り
、
非
常
に
誉
め
ら
れ
た
、

と
い
う
言
わ
ば
自
慢
め
い
た
逸
話
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
箇
所
よ
り
明
確
に
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
即
ち
、
こ

の
大
極
堂
先
生
が

「
文
政
寅
年
」
に

「大
地
震
」
に
被
災
し
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
文
政
年
間
中
の
寅
年
は
、
文
政
元
年

(文
化
十

五
年
四
月
二
十
二
日
改
元
)
と
文
政
十
三
年

(
同
年
十
二
月
十
日
、
天

保
に
改
元
と
な
る
。
)
の
二
度
。

更
に
、
文
政
年
間
に
関
西
地
方
で
起
こ

っ
た
地
震
を
調
べ
る
と
、
小

さ
な
地
震
は
除
外
し
て
、
「大
地
震
」
と
呼
ぶ
べ
き
規
模
の
も

の
が
起

こ

っ
た
の
は
文
政
二
年
八
月
と
文
政
十
三
年
七
月
の
二
度
。

こ
れ
ら
の
条
件
か
ら
鑑
み
る
と
、
本
文
中
に
見
え
る

「
文
政
寅
年
」

の

「
大
地
震
」
と
は
、
文
政
十
三
年
七
月
に
起

こ

っ
た
大
地
震
と
い
う
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こ
と
を
指
摘

で
き
る
。
文
政
十
三
年
の
地
震
は
震
源
地
北
緯
三
五

・
一
、

東
経

=
二
五

・
六
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六

・
五
。
そ
の
被
害
は
京
都
お

よ
び
隣
国

に
及
ん
だ
よ
う
で
、
そ
の
状
況
に
就
い
て
は
、
複
数
の
文
献

で
報
告
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

大
地
震

文
政
十
三
年
庚
寅
七
月
二
日
申
時
、
普
通

の
地
震

一
ト
ゆ
り
せ
し

が
、
彼
歌
に
い

へ
る
五
七
は
雨
に
や
な
る
ら
ん
な
ど
い
ひ
も
あ

へ

ず
、
忽
ち
風
荒
き
舟
に
乗
れ
る
が
如
く
、
大
に
震
ひ
て
鳴
動
お
び

た

ゞ
し
く
、
四
五
十
ゆ
り
震
ふ
物
が
、
た
ち
ま
ち
遠
近
の
家
土
蔵
、

万
物

の
揺
れ
落
る
音
も
諸
と
も
に
、
震
動
す
れ
ば
、
今
は
諸
人
た

ま
り
も
あ

へ
ず
、
吾
常
に
頼
む
神
仏
を
声
あ
げ
唱
ふ
る
も
あ
り
、

只
泣

さ
け
ぶ
も
あ
り
て
、
お
ほ
か
た
は
大
道

へ
　
出
、
又
　
出
ん

と
し
て
土
蔵
の
大
輪
瓦
等
の
落
る
に
う
た
れ
、
速
死
怪
我
人
等
も

お
び

た
ゞ
し
く
出
来
ぬ
。
さ
て
打

つ
ゞ
き
て
暮
時
よ
り
夜
に
い
た

り
、
只
ド
ウ
く

と
世
間
鳴
動
し
て
、
最
初
の
ほ
ど
に
は
あ
ら
ね

ど
、
動
り

つ
ゴ
け
て
三
日
曙

の
頃
に
至
り
て
、
少
し
お
だ
や
か
に

な
り
ぬ
れ
ば
、
皆

々
少
し
人
心
ち
に
な
り
ぬ
れ
ど
、
猶
ド
ウ
く

と
何
方
と
も
な
く
鳴
動
止
ま
ず
。
此
二
日
の
夜
の
京
中
、
大
道
に

畳
を
敷
、
板
を
な
ら
べ
、
飲
食
等
此
所
に
て
皆
相
し
た
ゝ
め
た
り
、

種
々
の
浮
説
ま
じ
な
ひ
等
、
又
は
盗
賊
の
噂
等
か
ま
び
す
く
、
町

役
の
人
々
は
火
事
装
束
に
て
夜
廻
り
を
し
、
火
の
元
大
切
の
事
を

申
合
す
。
又
諸
人
申
合
せ
し
如
く
、
頭
に
伊
勢
大
神
の
劒
御
祓
を

さ
し
、
又
究
の
御
符
等
を
髪

の
曲
に
結
付
る
事
、
京
洛
中
同
様
也
。

又
京
中
井
水
は
八
日
頃
迄
濁
れ
り
。(城

戸
千
楯

『紙
魚
室
雑
記
』
)

文
政
十
三
年
庚
寅
秋
七
月
二
日
京
都
地
震
之
事

一
、
七
月
二
日
申
の
上
刻
、
大
地
震
ゆ
る
ぎ
出
し
、
尤
所
々
の
地
さ

け
、
京
中
の
土
蔵

一
ヶ
所
も
無
難
の
も
の
無
レ
之
、
大
造
に
倒
れ
、

又
は
不
レ
残
土
落
候
て
、
壁
し
た
じ
計
に
成
候
も
有
レ
之
、
処

々

怪
我
人
も
多
く
、
別
て
上
京
、
西
山
辺
、
嵯
峨
、
桂
川
つ
ゞ
き
、

伏
見
辺
荒
れ
強
く
、
前
代
未
聞
の
事
に
て
、
何
時
死
命
相
成
候
哉

と
、
京
中
の
人

々
、
大
道
中

へ
皆
々
畳
等
、
其
外
、
丈
夫
成
物
を

持

へ
、
子
供
老
人
病
人
女
共
野
宿
同
様
に
て
、
二
日
よ
り
四
日
朝

迄
、
更
に
人
心
地
付
不
レ
申
、
不
快
の
由
、
処
々
騒
敷
に
付
、
大
工

等
、
呼
に
遣
し
候
て
も
、
御
所
方
人
足
に
と
ら
れ
、

つ
ぶ
れ
の
つ

く
ろ
ひ
も
出
来
不
レ
申
、
其
中
に
火
事
を
あ
ん
じ
大
心
配
に
御
座
候
。

(曲
亭
馬
琴

『兎
園
小
説
拾
遺
』
)

文
政
十
三
年
寅
七
月
二
、
予
家

ニ
ア
リ
テ
、
同
族
藤
兵
衛
ノ
宅

二

所
要
ア
リ
テ
ユ
ケ
リ
。
シ
バ
ラ
ク
物
語
ス
ル
ポ
ド
ニ
、
酒
ヲ
ス
・
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ム
。

盃

ニ
ウ

ケ

テ
既

ニ
ノ

マ
ム

ト

ス
ル
時

、

地

一
声

ヒ

ぐ

キ

テ
大

二
震

フ
.

須

奥

ニ
シ

テ
止

ヌ
。

予
ウ

ケ

タ

ル

盃

ヲ

下

二
置

ケ

ル

ニ
、

ヤ

ウ

ヤ

ク
半

コ
ボ

レ

タ

ル

ノ

ミ
也

キ
。

サ

テ
呑

オ

ハ
リ

テ
、

マ
タ

呑

ム
ト

ス

ル
時

二
至

リ

テ
、

ブ
タ

＼
ビ

地

震

ヒ
イ

デ

テ

オ
ビ

タ

ぐ

シ

ク

ユ
リ

動

シ
、

ミ

ル
ガ

中

二
、

コ
ノ

家

ノ

マ

ヘ
ナ

ル
古

キ
髪

結

床

ト

云

モ

ノ

一
ツ
、

忽

二
倒

レ
伏

ヌ
。

シ
カ

レ
ド

モ
此

家

ノ
中

ニ

テ

ハ
左

マ

テ

モ
不

レ
覚

。

タ

.・
イ

ッ

モ

ノ

ト

ハ

ヨ

ホ
ド

キ

ビ

シ

ク

ヒ

ぐ

ク
ト

云

ホ
ド

ニ
テ

ア
リ

キ
。

震

リ

オ

ハ
リ

テ
後

、

ワ
ガ

家

二

帰

リ

ミ

シ

ニ
、

ツ
ネ

ニ
カ

バ
レ

ル

コ
ト

モ
ナ

シ
。

(
小

泉

保

敬

『
保

敬

随

筆

』
)

場
所
に
よ
り
被
害
の
程
度
は
異
な

っ
た
よ
う
で
は
あ
る
が
、
こ
の
大

地
震
の
も
た
ら
し
た
被
害
は
相
当
な
も

の
で
、
京
の
町
が
混
乱
に
陥

っ

た
様
が
伺
わ
れ
る
。

『色
道
禁
秘
抄
』
中
で
、
大
極
堂
先
生
が
狂
詩

の
題
と
し
た

「
文
政

寅
年
大
地
震
」
と
は
、
こ
の
文
政
十
三
年
の
大
地
震
で
あ
る
と
考
え
て

間
違
い
な

い
だ
ろ
う
。
さ
す
れ
ば
、
西
村
定
雅
は
文
政
九
年
に
没
し
て

い
る
の
で
、
大
極
堂
有
長
が
定
雅
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
も
う

一
人
の
大
極
堂
有
長
候
補
者
で
あ
る
綜
隠
は
こ
の

地
震
に
被
災
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
森
氏
の

「
好
事
儒
者
中
島
椋

隠
」
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

椋
隠
は
、
五
月
末

(
田
邉
註
…
文
政
十

三
年
)
に
は
京
都
に
帰

つ
て
ゐ
た
。
「仲
夏
念
七
、
初
謁
醍
醐
三
宝
院
老
法
主
子
梨
巷
下

院
」
の
七
律

一
首
が
あ
る
。
(中
略
)
椋
隠
の
彦
根
か
ら
帰

つ
て

数
月
な
ら
ず
し
て
、
思
は
ぬ
天
災
は
ま
た
椋
隠
を
し
て
彦
根
に
走

ら
し
め
た
。
そ
の
年
七
月
二
日
、
京
都
に
は
大
地
震
が
あ

つ
た
。

(中
略
)
綜
隠
は
記
し
て
、
「京
師

一
時
之
変
。
城
衝
崩
場
。
貴
賎

驚
躁
。
往
往
不
免
死
傷
。
後
十
数
日
。
鯨
轟
未
息
。
人
多
避
難
干

他
方
」
と
い

つ
て
ゐ
る
。」

(『森
銑
三
著
作
集
』
第
二
巻
所
収

「好
事
儒
者
中
島
椋
隠
」
)

こ
こ
で
引
か
れ
た
も
の
は
椋
隠
の
詩
集
で
あ

る

『金
帯
集
』
巻
三
に

収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
「
京
師

一
時

之
変
。
城
衝
崩
場
、
貴

賎
驚
躁
、
往
往
死
傷
ヲ
免
レ
ズ
。
後
十
数
日
、
絵
轟
未
タ
息

マ
ズ
。
人

多
ク
難
ヲ
子
他
方

二
避
ク
。」
森
氏
の
挙
げ

て
お
ら
れ
る
箇
所
の
後
に

は
、
以
下
の
よ
う
に
続
く
。
「余
亦
挙
家
遊
彦

根
寓
中
藪
邨
荘
」
(余
亦

家
ヲ
挙
ゲ
テ
彦
根

二
遊
ビ
中
藪
ノ
邨
荘

二
寓

ス
。
)。

地
震

の
後
も
数
日
余
震
が
続
き
、
多
く
の
人
が
避
難
し
て
い
っ
た
。

綜
隠
も
又
、
家
族
共
々
彦
根
に
居
を
移
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
も
か
く
、
諸
国
に
遊
ん
で
い
た
綜
隠
が
、
文
政
十
三
年

の
大
地
震

が
起
き
た
際
、
不
幸
に
も
在
京
し
て
お
り
、
被
災
し
て
い
た
こ
と
が
、

こ
れ
ら
か
ら
明
白
に
指
摘
で
き
よ
う
。
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底

本

書
型
巻
冊

表

紙

題

簑

構

成

見

返

し

序

文

内

題

尾

題

柱

記

匡

郭

挿

画

践

文

奥

付

特

記

東
京
大
学
蔵
本

(<
＼ら①
＼ωω一
)

半
紙
本
二
巻
二
冊

共
紙
表
紙

書
題
簑

(書

・
打
付
〉

抄

乾

(坤
)」

「色
道
禁
秘

[乾
]

[坤
]

本
文

(第

一
回
～
第
三
十

一
回
)

本
文

(第
三
十
二
回
～
第
六
十
四
回
)

な
し

な
し

「色
道
禁
秘
抄
」

「色
道
禁
秘
抄
客
間
終
」

な
し

な
し

な
し

「自
践
」
「有
長
再
し
る
す
」

な
し

・
表
紙
に
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い

薄
茶
色
の
紙
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
保
存

の
為
に
後
補
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で

は
そ
の
紙
を
表
紙
と
し
て
考
え
な

い
こ
と
に
し
た
。

太
平
書
屋
影
印
本

半
紙
本
二
巻
二
冊

青
色
、
丸
い
型
押
し
地
紋
。

貼
題
簑
、
二
重
枠
、
「色
道
禁
秘
抄

全
」

(後
篇
の
題
簑
は
脱
落
。)

口前
篇
]

[後
篇
]

無
着
舎
主
人
題
言
、
自
序
、
目
録
、

本
文

(第

一
回
～
第
三
十

一
回
〉

本
文

(第
三
十
二
回
～
第
六
十
四
回
)

自
践
。

「嘉
永
己
酉
新
鏑
/
兎
鹿
齋
先
生
著

前
篇
/
色

道
禁
秘
抄
全
/
書
林
大
極
堂
梓
(印
)」

・

「色
道
禁
秘
抄
客
問
題
言
」
「天
保
甲
午
政

月

無
着
舎
主
人
誌
」

・
「自
序
」
「天
保
五
の
年
正
月

大
極
堂
有
長
」

「色
道
禁
秘
抄
」

極
堂
有
長
編
」

と
あ
り
そ
の
下
方
に
は

「大

「色
道
禁
秘
抄
客
間
終
」

「禁
秘
抄

(丁
数
)」

四
周
単
枠
。

な
し

「自
践
」
「有
長
再
し
る
す
」

な
し

・
丁
数
は
、
上
下
通
し
て
付
け
ら
れ
て
お
り
、

元
々
は

一
冊
で
あ

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
前
述
し
た
通
り
、
『
国
書
総
目
録
』

で
は

『
色
道
禁
秘
抄
』

板
本
の
所
在
が
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
同
書
の
影
印
本
が
太
平
書

屋
よ
り
出
版
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
拠
り
板
本

の
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

底
本
は
、
同
書
の
解
題
を
記
さ
れ
た
八
木
敬

一
氏
の
所
蔵
本
か
。
見
返

し

「嘉
永
己
酉
新
鏑
/
兎
鹿
齋
先
生
著

前
篇

/
色
道
禁
秘
抄

全
/
書

林

大
極
堂
梓

(印
)」
よ
り
、
嘉
永
二
年
の
再
板
本
と
知
ら
れ
る
。
東

大
本
と
比
較
す
る
為
、
大
方
の
書
誌
を
表
に
し
た
。

太
平
書
屋
影
印
本
に
は
、
東
大
本
で
は
見
ら
れ
な
い
無
着
舎
主
人
題

言
及
び
大
極
堂
有
長
自
序
を
備
え
る
。
こ
れ
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
天
保
五

年
の
日
付
を
持

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
先
に
中
村
氏
が
指
摘
さ
れ
て

い
た
よ
う
に

(⑤
)、
大
極
堂
有
長
を
定
雅
と
捉
え
る
と
齪
酷
が
生
じ
る
。

ま
た
、
次
に
中
村
氏
の
指
摘
、
即
ち
④
の

『
箱
ま
く
ら
』
本
文
定
雅
、

評
は
椋
隠
、
『色
道
禁
秘
抄
』

の
本
文
は
大
極
堂
有
長
と
い
う
第
三
者
、

編
集
は
中
島
椋
隠
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。
確
か
に
、

『
色
道
禁
秘
抄
』
は
問
答
形
式
を
と

っ
て
お
り
、
第
三
者
が
二
人
の
問

答
を
聞
記
し
た
、
と
も
考
え
得
る
。
し
か
し
、
同
書

の
見
返
し
に
は

「兎
鹿
齋
先
生
著
」
、
自
序
に
は

「
大
極
堂
有
長

」、
ま
た
内
題

の
下
方

に
は

「
大
極
堂
有
長
編
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
と
、
先
述
し
た
大
極
堂
先

生
大
地
震
被
災
の
記
事
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
『
色
道
禁
秘
抄
』

の
本

文
と
編
者
が
別
人
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
従

っ
て
、
『
色
道
禁
秘
抄
』
は

編
著
と
も
に
、
兎
鹿
齋
、
即
ち
大
極
堂
有
長
と
い
う
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
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と
こ
ろ
で
、
前
掲

『
兎
園
小
説
拾
遺
』
中
に

「
地
震
奇
談
平
安
万
歳

楽
」
と
題
す

る
も

の
が
る
。
こ
れ
も
他
の
も

の
と
同
様
に
、
文
政
十
三

年
の
大
地
震

に
よ
る
被
害
を
伝
え
る
も

の
で
あ
る
。
七
月
二
日
昼
七
ツ

時
に
起
こ
っ
た
地
震
、
以
後
数
日
間
に
わ
た

っ
た
余
震
の
様
、
そ
の
間
、

市
中
で
流
行

っ
た
ま
じ
な
い
等
は
、
他
の
地
震
録
と
ほ
と
ん
ど
違
わ
ぬ

内
容
で
あ
る
。
著
者
は
書
き
足
り
な
か

っ
た
の
か
、
「
其
外
、
洩
た
る

は
後
篇
に
出
す
」
と
言
う
。
更
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

此
草
紙

は
今
度

の
大
変
、
他
国

へ
文
通
に
て
し
ら
せ
る
人
、
此
小

冊
子
に
て
事
委
敷
相
分
。
且
又
後
世
ま
で
残
し
置
な
ば
、
其
心
得
に

も
な
ら
ん
事
を
、
深
く
思
ひ
愛
に
記
す
。

洛
住

東
鹿
斎
述

当
時
、
大
坂
市
中
で
写
本
と
し

て
行
わ
れ
、
「
い
く
ら
も
う

つ
し
て

売
」
っ
て
い
た
も
の
を
、
大
坂
書
林
で
あ
る
河
内
屋
茂
兵
衛
が
馬
琴
の
も

と
に
送

つ
て
き
た
。
も
と
は
板
に
上
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
程
な
く
絶
版

と
な
り
、
以
降
写
本
で
売

つ
て
い
た
と
い
う
。
「庚
寅
八
月
六
日
出
に

て
、
同
十
四
日
東
着
」
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
大
地
震
か
ら

時
間
を
お
か
ず
、
稿
が
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
著
者
の
思
惑
通
り
、
遠

国

へ
地
震
の
様
を
伝
え
る
の
に
便
利
だ

っ
た
と
見
え
、
売
れ
行
き
は
相

当
な
も
の
で
あ

っ
た
よ
う
に
窺
わ
れ
る
。
大
地
震
の
様
を
伝
え
、
大
い

に
売
れ
た
こ

の
書
の
著
者
が
、
「
洛
住
」
の

「東
鹿
斎
」
。
京
都
に
住
む

「
ト
ウ

ロ
ク
サ
イ
」
と
言
え
ば
、
『
色
道
禁
秘
抄
』

の
著
者
で
あ
る
大
極

堂
先
生
、
別
号
兎
鹿
齋
先
生
を
彷
彿
と
さ
せ
る
で
は
な
い
か
O
「東
鹿

斎
」
と

「
兎
鹿
齋
」
が
同

一
人
物
で
あ
る
こ
と

の
証
は
、
残
念
な
が
ら

現
時
点
で
は
挙
げ
ら
れ
な
い
が
、
同
時
期
に
、
地
震
と
い
う
同
じ
事
象
に

題
を
と
り
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
号
で
文
才
を
発
揮
し
た
人
が
い
る
と
は
思

え
ず
、
二
人
が
同

一
人
物
で
あ
る
可
能
性
は
限
り
な
く
高
い
よ
う
に
思
う
。

四
、

お

わ

り

に

『
色
道
禁
秘
抄
』
を
精
読
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
極
堂
有
長
と
兎
鹿

齋
が
同

一
人
物
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
人
物
が
西
村
定
雅
で
は
な

い
こ
と
、
椋
隠
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
、
明
ら
か
と
な

っ
た
。

さ
て
、
肝
心
の

『箱
ま
く
ら
』
著
者
に
話
を
戻
そ
う
。
『
色
道
禁
秘

抄
』
の
著
者
で
あ
る
大
極
堂
有
長

の

「自
序
」
・
「自
践
」、
兎
鹿
齋

の

題
言
の
他
、
『
色
道
禁
秘
抄
』
に
も
題
言
を
寄

せ
て
い
る

「無
着
舎
主

人
」

の
題
言
が
こ
ち
ら
に
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
冒
頭
に
記
し
た
よ
う

に
、
こ
の
書
は
各
巻
毎
に

「野
暮
輔
」

の
評
を
備
え
る
の
で
あ
る
が
、

巻

一
の

「
着
色
」
に
は
以
下
の
よ
う
な
評
が
見
ら
れ
る
。

安
穴
先
生
の
太
平
二
曲
に
受
悪
御
客
金
故
靡

(う
け
に
く
き
お
き

や
く
、
か
ね
ゆ
ゑ
な
び
く
)
の
場
な
る
べ
し

『
太
平
二
曲
』
と
は
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
中
島
椋
隠
の
狂
詩
集
で
あ

る
。
勿
論
、
こ
れ
が
直
接
的
に

『箱
ま
く
ら
』

の
著
者
を
示
し
て
い
る
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こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
読
者
に
綜
隠

の
存
在
を
彷
彿
と
さ
せ

る
表
現
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

中
村
氏
は

『
箱
ま
く
ら
』
本
文
は
定
雅
、
評
は
椋
隠
と
い
う

一
案
を

示
し
た
が
、
こ
れ
に
就
い
て
は
何
と
も
確
証
を
欠
く
ゆ
え
に
、
今
の
段

階
で
は
追
考
は
出
来
な
い
。
し
か
し

『箱
ま
く
ら
』
を
取
り
巻
く
種
々

の
条
件
が
示
す
こ
と
は
、
椋
隠
に
繋
が

っ
て
ゆ
く
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
先
に
記
し
た
綜
隠
の

『金
帯
集
』
巻
三
に
、

「
土
卵
翁
十
三
週
忌
辰
彙
以
二
絶
兼
示
令
嗣
令
婿
」
(土
卵
翁
十
三
週

ノ
忌
辰
、
彙

ス
ル
ニ
二
絶
ヲ
以
ス
。
兼
テ
令
嗣
令
塔

二
示
ス
。
)

と
題
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
に
言
う

「土
卵
」
は
、
狼
狽
窟

の
名
で

も
知
ら
れ
た
俳
譜
師
。
定
雅
と
同
じ
く
真
葛
原
に
住
し
て
お
り
、
定
雅

の
向
か
い
に
住
し
た
と
い
う
。
定
雅
と
土
卵
の
交
流
は
深
く
、
定
雅

の

俳
書
に
は
土
卵

の
句
が
度
々
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
寛
政
か
ら
享
和
の

頃
の
刊
と
い
う

『連

々
呼
式
』
(土
卵
編
)
な
る
書
に
も
、
「朝
寒
に
か
り

し
小
袖
は
き
ぬ
く

の
き
ぬ

椿
花
」
と
見
え
る
。
椿
花
は
定
雅

の
別

号
。
こ
れ

ら
を
勘
案
す
れ
ば
、
土
卵
を
介
し
て
定
雅
と
椋
隠
が
関
わ
る

機
会
が
、
あ
る
い
は
あ

っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
「大
極
堂
有

長
自
序
」

や
自
ら
に
よ
る
題
言
か
ら
は
、
本
文
と
評
が
別
人
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
見
え
て
こ
な
い
。
定
雅
の
本
文
を
用
い
た
の

な
ら
ば
、
そ
れ
を
示
す
よ
う
な
言
葉
が
あ

っ
て
も
よ
か
ろ
う
と
思
わ
れ

る
し
、
『
箱
ま
く
ら
』

の
梓
行
さ
れ
た
文
政
五
年
は
、
定
雅
の
最
晩
年
と

は
言
え
、

一
年
に

一
冊
程
度
で
あ
る
が
俳
書
も
世
に
出
し
て
い
る
。
わ

ざ
わ
ざ
、
自
分
の
著
作
を
他
人
に
譲
る
よ
う
な
こ
と
も
な
か
ろ
う
と
思
う
。

や
は
り
、
『
箱
ま
く
ら
』
は
椋
隠
の
著
で
は
な
い
か
。
仮
に
、
本
文

と
評
と
が
別
人
に
よ

っ
て
成
さ
れ
た
も
の
と
考

え
る
と
し
て
も
、
大
極

堂
有
長
が
定
雅
で
は
な
い
と
明
ら
か
に
な

っ
た
今
、
綜
隠
と
そ
の
周
辺
、

例
え
ば
共
に
狂
詩

の
世
界
に
遊
ん
だ
平
塚
瓢
斎
な
ど
、
と
考
え
る
の
が

自
然
で
あ
ろ
う
。

『
洒
落

本
大
成
』

二
十
七
巻

(
昭
和

六
十

二
年

・
中
央
公
論
社

)
に
翻
刻

が
備
わ
る
。
な
お
、
巻
之
上

の
内
題
は

「
〈
河
東
方

言
〉
箱
枕
」

(
〈
〉

内
は
角
書
。
以
下
、
同
。
)
で
あ
る
が
、
外
題
、
巻
之
中

・
下

の
内
題
及

び
尾
題
、
大
尾

に
従
い

『
〈
河
東
方
言

〉
箱
ま
く
ら
』

と
呼
ぶ
こ
と
と

す
る
。

「洒
落
本
刊
本
写
本
年
表
」

(『
洒
落
本
大
成
』
補
巻

)
に
拠
る
。

善
導
寺
過
去
帳

に
拠

る
。

な
お
、
没

日
に
関

し
て
は
、
別
稿

に
て
改
め

て
述
べ
た
い
。

藤
井
紫
影

「
江
戸
後
期

の
京
阪
小
説
家
」

(『
江
戸
文
学
研
究
』

一
九
二

一
年

・
内
外

出
版
)

「
さ
れ
」
は
、
「
戯
れ
」

と
も

「
洒
落
」
と
も
言
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
『
つ
れ
み
＼
粋
が

川
』
は
、
初
印
で
あ
る
天
明
三
年
本

の
書
靡

は
、
塩
屋
喜
助

・
吉

野
屋
勘
兵
衛

・
小
幡
宗
衛
門
刊
。
寛
政

四
年

に
再

印
と
な
る
が
、

こ
の
時

は
小
幡
宗
衛
門

の
名
が
、
寛
政

九
年

の
再

々
印

で
は
加
え

て
吉
野
屋
勘

兵
衛

の
名
が
見
え
な
く
な

っ
て
い
る
。

(
「
洒
落
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本
刊
本
写
本
年
表
」

(『
洒
落
本
大
成
』
補
巻
)
)

ま
た
、
文
化

四
年

刊

『
遊
女
大
学
』
も
挿
絵

の

一
部
が
削
ら
れ

て
い

る
も
の
な
ど
、
印
を
違
え
る
も

の
が
少
な
く
と
も
三
種
あ
る
。

「
芸
文
」

(京
都
帝

國
大
学
文

学
部
内

京
都
文
学
会
)
昭
和

二
年
九
月
号

～
三
年
四
月
号
所
収
。
『
森
銑

三
著
作
集
』
第

二
巻

(
昭
和

四
十

六
年

・

中
央
公
論
社

)
に
再
録
。

『
洒
落
本
大
成
』
二
十
八
巻

に
国
会

図
書
館
蔵
本
を
底
本
と
し
た
影
印
が

収
め
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
れ

に
拠
れ
ば
、
外
題

「
傾
城
情
史

大
客
」
、
見
返

し

「
〈
傾
城
/
情
史

〉
大
客
」
、
自
序

「
傾
城
情
史
」
、
内
題

「
大
客
」
、

大
尾

「
大
客
」
。
本
稿

で
は
、
『
古
典
文
学
大
辞
典
』

に
従

い

『
傾
城
情

史
』

と
す
る
。

九
州
大
学
附
属
図
書
館
読
本

コ
レ
ク

シ

ョ
ン
蔵
本
を
参
照
し
た
。
文
化

五
年
板
。
著
者
未
詳
、
桂
み
き
画
。
『
国
書
総

目
録
』
に
は

『
合
雑
生
粋
』

で
項
目
が
立

て
ら
れ
て
お
り

「
五
巻

一
冊

[類
]
滑
稽

本

[
著
]
桂

み
き
画

[
版
]
大
阪
府
」
と
あ
る

こ
と
よ
り
、
初
板

の
題

は

『
合
雑
生

粋
』

の
可
能
性
が
あ
る
。

但
し
、
朝
倉
無
聲
撰

『
新
修

日
本
小
説
年
表
』

(
大
正
十
五
年

・
春
陽

堂
出
版

)
中

で
は
、
読

本
類

の
出
版
年
代
未
詳
部

に

「
貧
福
奇
妙
誕

五
冊
」

と
見
ら
れ
る
。

同
書
に
収
め
ら
れ
る
兎
鹿
斎
、
大
極
堂
有

長

の
詩
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
以

下

の
通
り
。
兎
鹿
斎

「湯
嶋
雑

詠
題
湯
女
」
「
戯
詠
美

人
患
療
」
、
大
極

堂
有
長

「
播
磨
灘
夜
逢
疾
風
暴
雨
」
「
書
生
」
。

「
色
道
禁
秘
抄

二
巻
二
冊

[類
]
艶
本

[著
]
大
極
堂
有
長

(
西
村

定
雅

)
編

[成
]
天
保
五

*
日
本
艶
本
目
録

(未
定
稿
)
に
よ
る
」
と

あ
る
。

一
九
九
七
年
版

『
理
科
年
表
』

(
国
立
天
文
台
編
、
丸
善
株
式
会
社

)
に

よ
る
。

こ
の
地
震

に
関
す
る
記
述
に
就
い
て
、
青
木
信
光
氏
は

『
色
道
禁
秘
抄
』

(昭
和
五
十
八
年
八
月

・
美
学
館
)
に
於

い
て
、
『
色
道
禁
秘
抄
』

の
著
者

即
ち
大
極
堂
有
長
を
西
村
定
雅

と
捉

え
た
上
で
、
「
併
し
文
政
寅
年

大
地

震
と
云

っ
て
い
る
の
は
記
憶
違

い
で
あ
ろ
う
。
寅
年
と
は
文
政
元
年
だ
が
、

京
都
か
ら
伊
勢

・
美
濃
地
方
に
大
地
震
が
あ

っ
た

の
は
文
政
二
年
卯
年
の

六
月
十
二
日
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

『
紙
魚
室
雑

記
』
以
下

『
兎
園
小
説
拾
遺
』
『
保
敬
随
筆
』
、
大
地
震

の
文

例
は
全
て

『
日
本
随
筆
大
成
』
(
吉
川
弘
文
館
〉
に
拠

っ
た
。

天
保
十
年
刊
。
文
政
九
年
冬
よ
り
天
保
九
年
夏
ま
で

の
事
柄
を
題
と
し
た

詩
を
収
め
る
。

『
色
道
禁
秘
抄
』

(珍
本
双
刊
二
、
昭
和

五
十
六
年

・
太
平
書
屋
)。
尚
、

同
書
解
題

で
は
、
『
傾
城
情
史
』
の
記
載
に
従
い
、
『
色
道
禁
秘
抄
』
の
著

者
を
定
雅
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
『
色
道
禁
秘
抄
』

は
、

そ
の
内
容

の
性
格
上
、
艶
本
研
究

の
素
材

と
な

っ
て
お
り
、
他
に
福

田
和
彦
著

『
浮
世
絵
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク

色
道
禁

秘
抄
』

二

九
九
○
年

・
K
K
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
)
等
が
出
版
さ
れ

て
い

る
が
、
著
者
は
同
じ
く
定
雅
と
な

っ
て
い
る
。

太
平
書
屋
本
の
書
誌
は
、
同
書
の
解
題

「
三
、
書
誌
」
を
参
考
に
し
た
。

該
当
箇
所

は
、
天
保
二
年

の
箇
所
に
掲
載
さ
れ
る
。
土
卵
は
文
政
二
年
九

月
十
七
日
没
、
五
十

一
歳
。

中
野
三
敏

「東
山
狼
狽
窟
主
人
土
卵
i

化
政
期

=
兄
紳
の
風
流
生
活
」

(『
江
戸
文
学
研
究
』
、
平
成
五
年

・
新
典
社
)

寛
政
五
年
に
は
定
雅
著
の

『維
然
法
師
追
善
風
羅
念
仏
』
に
践
文
を
寄
せ
た
。

前
掲

「好
事
儒
者
中
島
椋
隠
」
中

に
も
、
評
者
と
し

て
平
塚
瓢
斎
の
可
能

性
を
指
摘

し
て
い
る
。

(
た
な
べ

な
ほ
こ

・
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
)
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